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第 6 次 　岡 崎 市 防 犯 活 動 行 動 計 画　の 概 要
市民が安全で安心して生活することができる地域社会の実現

多様な主体が協働・活躍できる地域の特性に応じた誰一人取り残さない防犯まちづくりの推進

令和5年度～令和12年度まで（8年間）

 ⑴　地域の特徴を見える化した犯罪発生状況の発信 

 ⑵　防犯まちづくり意識の高揚と防犯知識の習得 

 ⑶　自主防犯活動の活性化促進 

・地域別の犯罪発生状況の発信と地域等の特徴にあった防犯対策の周知
・防犯情報ネットワーク体制構築の推進

・都市宣言「子ども・女性・高齢者を犯罪から守るまち岡崎」の啓発促進
・防犯出前講座の実施
・地域との連携による合同防犯パトロールの推進

・市民総見守りの推進
・自主防犯活動団体への支援促進

 ⑴　地域の防犯力を高めるまちづくりの推進 

・地域と協調した「わがまち防犯診断」の推進
・駐輪場適正管理、空き家対策、環境美化活動等の推進
 ⑵　防犯カメラの設置整備促進 

・治安状況を踏まえた街頭防犯カメラの設置場所の検討
・街頭防犯カメラのネットワーク化の推進
 ⑶　防犯灯の設置整備促進 

主な事業

主な事業

主な事業

⑴　子ども・女性に対する犯罪や暴力への対策 

・小学校新一年生への防犯ブザーの配布
・小中学校を対象とした体験型防犯教室の実施
・教師及び保育士等を対象とした不審者侵入訓練の推進
・女性対象防犯教室の実施
・「女性に対する暴力をなくす運動」の推進
⑵　高齢者に対する犯罪や暴力への対策 

・特殊詐欺対策装置の普及促進
・金融機関と連携した振込詐欺防止キャンペーンの実施
・高齢者見守りネットワークづくりの推進
⑶　多発する犯罪への対策 

・犯罪発生状況の分析による防犯パトロールの強化
・防犯対策重点地域の設定

主な事業

主な事業

主な事業

⑴　犯罪被害者等支援体制の推進 

・総合支援窓口の充実
・犯罪被害者等支援ハンドブックの作成　
・犯罪被害者等への防犯ブザーの配布　
⑵　犯罪被害者等支援に関する意識の醸成 

・犯罪被害者等に関する啓発活動の推進
・岡崎市犯罪被害者等支援条例の制定

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業
・地域要望を踏まえた防犯灯の整備促進
・脱炭素化社会の推進に配慮した防犯灯の整備

市民総見守りの推進 地域と協調した
「わがまち防犯診断」の推進

日常の生活の中で、誰でも気軽に実施できる「ながら見守
り」を地域一体となって推進することで、防犯意識の向上
だけでなく、様々な視点による意識の醸成を図ります。

子どもや女性に対する街頭犯罪を未然に防ぐため、警察や
地域と連携して危険個所の調査・把握を行い、診断に基づ
く効果的な対策を講じることで地域の防犯力を高めます。

街頭防犯カメラの
ネットワーク化の推進

重大事案や連続性のある事案が発生した際に、迅速かつ効
率的に対応し、防犯カメラ映像を適正に抽出することがで
きる街頭防犯カメラのネットワーク化を検討します。

犯罪発生状況の分析による
 防犯パトロールの強化

市民が最も実施して欲しいと思う施策「市・警察等の防犯パ
トロールの強化」を推進することで、犯罪の未然防止及び市
民の犯罪不安への軽減を図り、体感治安の向上に努めます。

岡崎市犯罪被害者等支援条例の制定

犯罪被害者等に寄り添っ
た誰一人取り残さない継
続的な支援の充実を図る
ため、市の方針や責務等
を示した岡崎市犯罪被害
者等支援条例の制定に向
けて取組みます。

活動指標
（アウトプット）

個別指標
（中間アウトカム）

基本目標指標
（最終アウトカム）

基本理念
（目指すべき姿）

◆侵入盗認知件数
108件⇒毎年減少

◆自動車盗認知件数
22件⇒毎年減少

◆自転車盗認知件数
203件⇒毎年減少

◆特殊詐欺被害件数
33件⇒毎年減少

目標値基準値基本目標

継　承

新　設

刑法犯認知件数の減少

体感治安の向上

毎年減少

80.0%

1,552件

74.0％
『自分が住む地域の治安は良い』と感じている市
民の割合の増加

令和４年市民意識調査における
【良い】・【まあまあ良い】の合計

令和12年市民意識調査による

令和３年の認知件数

紫色：女性に対する暴力排
除のシンボルカラー

基本理念 計画期間

基本方針

防犯意識・わがまち意識の醸成 基本戦略Ⅰ 市民の安全・安心を脅かす犯罪等への対策 基本戦略Ⅲ

犯罪が起こりにくい環境整備 基本戦略Ⅱ

犯罪被害者等支援の推進 基本戦略Ⅳ
重点事業2

重点事業1

重点事業4

重点事業5

重点事業3

重点事業 1 重点事業 2 重点事業 3 重点事業 4 重点事業 5

戦略Ⅰ

・ながら見守りの実施度
・地域と連携した防犯パトロール実施数
・出前講座実施回数
・防犯情報メールマガジン登録者数

戦略Ⅱ
・わがまち防犯診断実施回数

・防犯灯整備数
・街頭防犯カメラのネットワーク化の構築
・街頭防犯カメラの効果検証及び設置場所の検討

戦略Ⅲ

・市による防犯パトロール実施数
・特殊詐欺対策装置補助金交付申請累計
・女性対象防犯教室の実施
・体験型防犯教室の実施

戦略Ⅳ

・岡崎市犯罪被害者等支援条例の制定
・連絡体制の構築
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見守り活動

ウォーキング
しながら

通勤
しながら

通学
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ペット
の散歩
をしながら

清掃活動
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草花の
手入れ
をしながら

紫色の
防犯アーム
バンド

■刑法犯認知件数
の減少
1,552件⇒毎年減少

■体感治安の向上
「自分が住む地域（学区内）
の治安は良い」と感じてい
る市民の割合の増加
74.0％⇒80.0％

※認知件数は、令和３年中の数値

対策の検討

・防犯カメラの設置
・防犯灯の設置
・注意喚起看板の設置
・樹木の剪定
・駐輪場の整理
・落書きの除去　など

自分の身を守る
防犯意識

交通安全意識
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